
腕時計にふと興味が湧いた。最近雑誌などで

よく採りあげられているからだ。高価なもの

から安いものまで色々ある。ブルガリ・エル

メスといった女性ブランドも在るし、ロレッ

クスに代表されるような誰もが知っている名

前も載っている。

そ、それにしても高い。

ぱっと見た感じほとんど違いが分からない時

計なのに、一方は 1万円、片方は二十万六

千円・・・。

違いが全然分からない。単なるブランドイ

メージなんだろうか。確かにブランドものは

デザインもかっこいい気がする。しかし時間

が分かればいい、とすればイマドキ携帯で充

分だし。折角買うなら「かっこよく」時計を

してみたい。多少値が張ってもイイ。やっぱ

りブランドなんだろうか・・・。

doppeL「違いますよ」

だッ、誰ですか。

doppeL「誰でもいいじゃないですか。時計

の話しをしましょう」

はあ。時計にお詳しいんですか？

doppeL「まあね」

しかし知らない人と話をするのはちょっと苦

手で・・・

doppeL「さっきブツブツ腕時計がどうのと

か言ってたでしょ？」

そうなんです。ちょっとかっこいい時計が欲

しくて最近雑誌とか良く見てるんですけど、

なにを基準にしていいやら分からなくて。し

かもやたら高いのもあって。

doppeL「だね」

あの。ちょっと用事がありますのでこの辺

で・・・。

doppeL「ヤスモノカイノゼニウシナイ」

は、なんか言いました？

doppeL「腕時計について聞きたくなる呪文

を唱えたんだよ。ちょっとその辺で珈琲でも

どお」

はあ。分かりました。ふらふら。

      

             ----＠cafe-----

doppeL「混乱してるんだね」

そうなんです。まずなんであんなに値段に開

きがあるのかさっぱり。

doppeL「ワインに似てるよね。メルシャン

なら 700円。メルローなら 70,000 円だ。

実に百倍違う」

なるほど。つまりどれくらい人の手がかかっ

ているか、ということなんでしょうか。

doppeL「その通り。写真が撮れればいい、

という意味からすると、「写ルンです」もニ

コンの一眼レフも同じだ。しかし一眼レフが

作り出す世界は別物なんだよ」

すると時計の場合も、腕にはめたら世界観が

変わるものがある、ということでしょうか。

doppeL「大げさに言ったらそういうことに

なる」

ふーん。それはまたどうして。

doppeL「永久に時を刻み続けるからだよ」

その高い方が、ですか。

doppeL「そう。安いのは電池。クオーツっ

てやつ。簡単に量産が可能だ。実際量産され

て、みんなの腕にはめられ、それはそれで世

の役に立ってはいる。高いのが機械式。君は

「かっこいい」時計が気になるんだったね」

そうです。

doppeL「工業化され量産化されたお手軽な

ものは安くなる。しかし、人の手にかけられ

て丹誠込めて作られたものには価値が宿る」

それが、かっこいい、ということなんでしょ

うか。

doppeL「ひとつの考え方だよね。もちろん

全ての人がそういう価値観を共有するワケ

じゃない。安くて丈夫ならそれでＯＫとする

ものがほとんどじゃないかな」

その通りです。

doppeL「でも人にはこだわりってもんがあ

る。君はワインでもなく、カメラでもなく、

なんとなく腕時計が気になった。それは一つ

のこだわりだよね」

そうです。

doppeL「だとしたら、いきなりネットなん

かでバクチみたいに時計を買ってしまうん

じゃなくて、よくよく吟味してから買ったら

いいんじゃないかと思うんだ。その吟味して

いる過程も大事にしたいよね」

ですが、どこから手をつけたらいいのか。

doppeL「ヒスレバハナ」

は、なんか言いました？

doppeL「百聞は一見にしかずって言うだろ。

ちょっと本物を見てみようか」

はあ。分かりました。ふらふら。
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「腕時計がボクを呼んでいる」

doppeLabel


